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『
課
題
図
書
』
の
ご
案
内

第
４９
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
が
始
ま

り
ま
し
た
。

本
を
読
ん
だ
後
「
自
分
は
、
こ
の
本
か
ら
何
を
も
ら
っ
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
た
り
、「
何
が
心
に
残
っ
た
の
か
」
を

思
い
出
し
た
り
し
な
が
ら
、
感
想
文
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏
の
大
切
な
時
間
を
使
っ
て
読
む
の
で
す
か
ら
、
言
葉
に

し
て
書
き
残
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

『いのちは見えるよ』及川和男／作　長野ヒデ子／絵
かわいいあかちゃんの笑顔

が「見えたらいいね」って言
ったら「いのちは見えるよ」
って目の見えないルミさんに
エリちゃんは言われました。
「いのち」について考える

絵本です。

『ダンゴムシ』 今森光彦／文・写真
ダンゴムシって、昆

虫の仲間？自然写真家
の作者が書いたダンゴ
ムシのひみつがいっぱ
いの本です。

『トウモロコシが実るころ』ドロシー・ローズ／作
長滝谷富貴子／訳

父さんのけがは、トウモロ
コシが実れば治ると言う占い
師。「ぼくがこさえるよ」と、
ひとりで畑仕事をすることに
なったタイガー少年のドキド
キする毎日。

『おじいちゃんの桜の木』アンジェラ・ナネッティ／作
長野　徹／訳

おじいちゃんはトニーノ少
年に、桜の木が呼吸しているこ
と、目を閉じ耳を澄ませば物が
見えることを教えてくれまし
た。「老い」と「死」を主題に
した家族の心温まる物語です。

『水底の棺』 中川なをみ／作
人はいつの時代もしたたかで偉大だと感

動する。平安末期から鎌倉という時代に、
池の修復に命をかける小松と、東大寺再興
という偉業を成し遂げた重源を軸に展開す
る歴史物語です。

『エミリーへの手紙』 キャムロン・ライト／作

小田島則子・小田島恒志／訳
アルツハイマーで自分がわからなくなっ

ていく姿だけを孫の記憶に残すのだけは耐
えられないと、老人が残した一冊の詩集。
そこには、パソコンの中に残した家族への
メッセージを開くパスワードが…。

『ラフカディオ・ハーン』 河島弘美／著
54年の生涯に多くの作品と書簡を残し

た小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）は、
「怪談」で有名ですが、それが、聞いた話
をもう一度書いた再話であることはあまり
知られていません。比較文学の視点から、
日本のこころを描いた彼の足跡をたどり、
日本を見つめ直します。
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●
ど
え
り
ゃ
あ
え
え
ビ
デ
オ

『
大
口
町
挨
拶
ビ
デ
オ
』

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に

ち
は
！
」
挨
拶
は
人
の
心
を
開
く
鍵
に

な
る
も
の
。
楽
し
い
リ
ズ
ム
の
中
に
爽

や
か
な
挨
拶
が
流
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
『
特
選
』、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
『
佳
作
』
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
の
期
間
中
、
学
習
を
さ
れ
る
方

に
学
習
室
を
開
放
し
ま
す
。

場
所

福
祉
会
館
２
階
　
C
会
議
室

時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

期
間

７
月
１９
日
G
か
ら
８
月
３１
日
A

※
火
曜
日
を
除
く

祝
日
と
、
祝
日
の
振
替
日
の
特
別
開
館

に
続
き
、
利
用
の
多
い
夏
休
み
期
間
中
の

月
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

実
施
日

７
月
２１
日
か
ら
８
月
２５
日
ま
で

の
月
曜
日

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
に
よ
る

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
２７
日
A

午
後
２
時
か
ら
３
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
多
目
的
室

内
容

◇
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◇
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
カ
メ
レ
オ
ン
」

◇
手
作
り
絵
本
で
の
お
は
な
し
な
ど

※
お
話
の
内
容
は
２
歳
か
ら
６
歳
向
け
で
す
。

［書名（分類）］ ［著者名等］

みんな本を読んで大きくなった（019） 朝の読書推進協議会
私（わたし）には、

もっと違う生き方があるはず…（159）岸本裕紀子
痛快！人体再生学（491） 西川伸一
健康診断・人間ドッグ「気になる」疑問（498）鷺崎　誠
南の島のチャタン（726） 舟橋克彦
ブルーの物語（726） 宮川ゆう子
星野道夫物語（740） 国松俊英
暴力に逆らって書く（910） 大江健三郎
馬琴一家の江戸暮らし（913） 高牧　實
シルマリルの物語（933） J・Ｒ・R・トールキン

【7月5日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

模倣犯（上・下） 宮部みゆき
子どもとでかける愛知あそび場ガイド2002版 名古屋であそぼファミリー／編

旅路のはてまで男と女 林　真里子
「ついでに」お掃除らくらくレシピ ダスキン暮らしの快適化

生活研究所／編
今夜誰かのとなりで眠る 唯川　恵
ギボンの月の下 レイフ・エイガー
応援します、あなたの旅立ち 大平光代
全国大学案内　2003年版 梧桐書院編集部／編
ラッキーマン マイケル・Ｊ・フォックス

和の美を育む 木村　孝
【5月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
閉
館
日

１
日
C
・
２
日
D
・
７
日
B

８
日
C
・
１４
日
B
・
１５
日
C

２２
日
C
・
２９
日
C
・
３１
日
E

※
２１
日
B
「
海
の
日
」
は
開
館
し
ま
す
。

※
３１
日
E
は
、
７
月
の
館
内
整
理
日

で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
そ
う
め
ん
（
素
麺
）』

夏
の
暑
い
時
期
に
食
べ
る
こ
と
の
多
い

『
そ
う
め
ん
』
で
す
が
、
古
く
は
奈
良
時
代

に
中
国
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
食
べ
物

で
す
。
当
時
は
小
麦
粉
と
米
の
粉
を
練
っ

て
細
く
し
た
も
の
で
、
素
餅
（
む
ぎ
な
わ
）

と
呼
ば
れ
、
そ
う
め
ん
の
も
と
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
七
月
七
日
の
七
夕
の
日
に
、

機
織
り
の
技
術
の
上
達
を
願
い
、
そ
う
め

ん
を
糸
に
見
立
て
て
食
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
も
、
日
本
の
一
部
の
地

方
で
は
、
七
夕
祭
り
の
日
に
行
事
料
理
と

し
て
食
べ
る
習
慣
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

産
地
と
し
て
は
三
重
、
兵
庫
、
岡
山
な

ど
が
あ
り
、
兵
庫
県
の
竜
野
そ
う
め
ん
、

奈
良
の
三
輪
そ
う
め
ん
、
松
山
の
五
色
そ

う
め
ん
、
小
豆
島
の
手
延
べ
そ
う
め
ん
な

ど
が
有
名
で
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
食
の
３
６
６
日
話
題
事
典
』

東
京
堂
出
版

『
日
本
民
族
大
辞
典
』（
上
）

吉
川
弘
文
館

『
食
の
文
化
話
題
事
典
』

ぎ
ょ
う
せ
い

◎
児
童
書

『
国
際
理
解
に
役
立
つ
世
界
の
衣
食
住
』
r

小
峰
書
店

『
総
合
百
科
事
典
　
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
』
y

ポ
プ
ラ
社

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
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学学
習習
室室
をを
開開
放放
しし
まま
すす

特特
別別
開開
放放
しし
まま
すす

夏
休
み
特
別
企
画

『
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
』


